
第1講

総合演習 ⑴

Point 1･1 !次関数の最大・最小

2A次関数

f ()= a(− p)

+ q (a>0)

の, A α≦ ≦ β A における最小値を Am,A 最大値を AM A とする．

! 最小値 AmA について，

" p< α のとき # α≦ p≦ β のとき $ β< p のとき

% 最大値 AM Aについて
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演 習

1・1

f =2

−4a+a+1Aとする．ただし,A a Aは実数の定数とする．

⑴ 0≦ ≦4 Aにおける Af  Aの最小値 Ama Aを求めよ．

⑵ 0≦ ≦4Aにおいてつねに Af >0Aが成り立つような Aa Aの値の範囲を求めよ．

1・2

2A次方程式 A

+4k−2k+2=0Aがある．ただし,A k Aは実数の定数とする．

⑴ 2Aつの解 A(重解を含む)Aがともに A1< <3Aにあるための Ak Aの値の範囲を求めよ．

⑵ 1Aつの解が A<1Aに, Aもう A1Aつの解が A3<  Aにあるための Ak Aの値の範囲を求めよ．
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